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ラ
ジ
オ
放
送
を

聴
く
機
会
が
増

え
、
プ
ロ
野
球
放

送
や
音
楽
放
送
な

ど
を
聴
い
て
い

る
。

　
学
生
時
代
は
、

夜
中
の
ラ
ジ
オ
番
組
を
よ
く
聴
い
た

が
、
今
は
犬
の
散
歩
を
す
る
時
に
朝

の
放
送
を
聴
い
て
い
る
。

　
Ｄ
Ｊ
が
、
最
近
感
動
し
た
身
近
な

話
を
心
を
こ
め
て
話
す
。
先
日
は
、

子
ど
も
が
社
会
人
に
な
り
、
親
の
応

援
す
る
気
持
ち
と
心
配
す
る
気
持
ち

が
熱
く
語
ら
れ
て
い
た
。
私
に
も
今

年
社
会
人
に
な
っ
た
息
子
が
。
ラ
ジ

オ
放
送
の
内
容
と
重
な
る
。

　
自
分
の
息
子
が
「
職
場
で
は
上
司

や
先
輩
方
と
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
か
」「
挨
拶
や

報
告
・
連
絡
・
相
談
を
き
っ
ち
り
し

て
い
る
か
」
な
ど
、
ラ
ジ
オ
を
聴
き

な
が
ら
考
え
て
い
る
自
分
が
い
た
。

　
息
子
に
「
仕
事
は
ど
う
や
」
と
尋

ね
る
と
、「
ぼ
ち
ぼ
ち
や
っ
て
る
よ
」

の
返
事
。

　
こ
れ
か
ら
は
、人
生
の
よ
き
先
輩
、

よ
き
理
解
者
、
話
し
相
手
と
し
て
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る

と
、
ま
だ
ま
だ
、
子
離
れ
は
で
き
て

い
な
い
自
分
が
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
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委
員
Ｓ
・
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先
の
２
月
大
阪
府
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
平
成
24
年
度
当
初
予
算
が
可
決
・
成

立
し
ま
し
た
。

　
本
号
で
は
、こ
の
う
ち
、主
な
保
育
サ
ー

ビ
ス
に
関
連
す
る
予
算
を
抜
粋
し
、
報
告

い
た
し
ま
す
。

　
安
心
こ
ど
も
基
金
を
活
用
し
て
、
待
機

児
童
解
消
に
向
け
た
保
育
所
整
備
等
の
取

り
組
み
を
行
う
市
町
村
に
対
し
必
要
な
経

費
を
助
成
す
る
な
ど
、
子
ど
も
を
安
心
し

て
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
整

備
を
行
い
ま
す
。

待
機
児
童
解
消
に
向
け
た

市
町
村
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す

事 業 名 事 業 内 容 H23
当初予算額

H24
当初予算額 前年増減

保育所等
整備事業

【安心こども基金
活用事業】

　待機児童解消のための保育所の創設・
増築や老朽施設の改築による環境整備な
ど、民間保育所等の整備を行う市町村に
対し必要な経費を助成。

8,831,295 6,744,717 ▲ 2,086,578

待機児童解消
「先取り」

プロジェクト事業
【安心こども基金
活用事業】

　待機児童解消のため「新たな」取組な
どを「先取り」して行う市町村に対し必
要な経費を助成。
ア　 グループ型小規模保育事業
グループ型小規模保育（家庭的保育）
事業を実施する市町村に対し必要な
経費を助成。

イ　 認可外保育施設運営支援事業
質の確保された認可外保育施設を支援
する市町村に対し必要な経費を助成。

0 236,064 236,064

保育所運営費
負担金

　市町村が支弁する民間保育所の運営費
用のうち、都道府県の法定負担分を市町
村に交付。

6,498,390 6,509,948 11,558

保育所運営費
補助事業

　保育サービスの充実を図るため、休日
保育事業等を実施する市町村に対し必要
な経費を助成。
ア　 保育所運営費
休日・夜間保育等の実施に要する経
費を助成。

イ　 病児・病後児保育
病中・病後など、集団保育が困難な
児童や、保育中に体調不良となった
児童を、保育所、病院等に附設され
た専用スペースで一時的に預かる体
制の確保に要する経費を助成。

ウ　 延長保育
延長保育の需要に対応するため、保育
所の開所時間を延長して保育を行う
事業体制の確保に要する経費を助成。

2,118,875 2,077,168 ▲ 41,707

地域福祉・子育て
支援交付金

　市町村が地域の実情に沿って「地域福
祉」、「子育て支援」及び「高齢」の各分
野の事業を実施できるよう交付金を交付。

2,073,000 2,116,304 43,304

地域福祉・子育て
支援交付金

「子育て支援分野
特別枠」

　「こども・未来プラン後期計画」や「市
町村次世代育成支援行動計画（後期計画）」
の目標達成に向け、市町村の新たな事業
展開を支援するため、地域福祉・子育て
支援交付金に別途、「子育て支援分野特別
枠」を設け市町村に交付。

500,000 500,000 0

（金額単位：千円）
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い
よ
い
よ
新
カ
リ
キ
ュラ
ム
ス
タ
ー
ト

 
地
域
貢
献
支
援
員（
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
）養
成
研
修

　
い
よ
い
よ
６
月
よ
り
、
新
し
く
な
っ
た
地
域
貢
献
支
援
員
（
ス
マ

イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
）
養
成
研
修
が
始
ま
り
ま
す
。

　
本
紙
３
月
号
で
は
、
研
修
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
今
号

で
は
具
体
的
な
研
修
内
容
及
び
育
児
相
談
員
及
び
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
認
定
ま
で
の
流
れ
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
23
年
度
ま
で
に
各
研
修
を
修
了
し
、次
の
段
階
に
移
行
す
る
方
は
、

そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
研
修
を
ご
受
講
く
だ
さ
い
。

前号「保育おおさか№440」に誤りがありました。次のとおり訂正し、お詫び申しあげます。
６面ブロックだより（北大阪）執筆者　（誤）「寝屋保育園Ｈ・Ｔ」　（正）「田原台ひまわり保育園Ｓ・Ｅ」

期 講義
番号 テーマ 講　師

第
一
期

① 相談事例を通じて知る家庭福祉の状況 大阪府立大学 教授 山野 則子 氏
② 保育の動向と子育て支援課題 関西大学 教授 山縣 文治 氏
③ 保護者が抱える課題、保護者対応 神戸松蔭女子学院大学 教授 寺見 陽子 氏
④ 児童虐待とその対応・仕組み 中央子ども家庭センター 渡邊 弘子 氏
⑤ 地域の中での保育園の役割 大阪府立大学 准教授 中谷 奈津子 氏
⑥ 育児相談のポイント 帝塚山大学 講師 鶴 宏史 氏
⑦ 育児相談員実践報告 大阪府立大学 教授 関川 芳孝 氏
⑧ 相談事例を通じてポイントを学ぶ 大阪府立大学 教授

大阪府立大学 准教授
帝塚山大学 講師

関川 芳孝 氏
中谷 奈津子 氏
鶴 宏史 氏

⑨ ロールプレイ
⑩ 問題解決

第
二
期

⑪ 地域貢献事業とは 地域貢献事業推進委員会　委員
⑫ 地域福祉入門 大阪府立大学 准教授 小野 達也 氏
⑬ 生活保護の実態・福祉事務所の相談業務から学ぶ

関西国際大学 教授 道中 隆 氏
⑭ 子どもの貧困
⑮ 社会資源の理解と活用 神戸学院大学 教授 西垣 千春 氏
⑯ 老人福祉施設における社会貢献事業 大阪府社会福祉協議会　社会貢献推進室
⑰

事例検討
大阪府立大学 教授
大阪府立大学 准教授
帝塚山大学 講師

関川 芳孝 氏
中谷 奈津子 氏
鶴 宏史 氏⑱

地域貢献支援員（スマイルサポーター）養成研修　カリキュラム

地域貢献支援員（愛称：「スマイルサポーター」）認定の流れ
※注意　 各研修「講義番号」は上記研修カ

リキュラムの「講義番号」にそれ
ぞれ該当。

初めての受講者
（５年の実務経験）

育児相談員養成研修
「第一期」研修のみ

修了者

育児相談員養成研修
「第一期」「第二期」研修

修了者

地域貢献支援員（スマイルサポーター）養成研修
第一期研修　【５日間】
〈講義番号　①～⑤〉

地域貢献支援員（スマイルサポーター）養成研修
第一期研修【５日間】
〈講義番号　⑥～⑩〉

地域貢献支援員（スマイルサポーター）養成研修 第二期研修【５日間】 〈講義番号⑪～⑱〉

園長研修会
（保育園における地域貢献事業）

育児相談員　認定証交付
《大阪府社会福祉協議会　会長認定》

地域貢献支援員（スマイルサポーター）
認定証交付《大阪府知事認定》

育児相談員認定証
取得者

＋

看
板
設
置
園

訂正とお詫び
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茨
木
市
の
高
台
に
あ
る

定
員
１
２
０
人
の
公

立
保
育
所
が
平
成
21
年
に
民
営

化
さ
れ
、
社
会
福
祉
法
人
智
恩

福
祉
会
郡
山
敬
愛
保
育
園
と
な

り
ま
し
た
。

　
園
を
訪
ね
る
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
「
あ
り
が
と
う
」
と

い
う
感
謝
の
言
葉
が
聞
こ
え
て

き
ま
す
。
保
育
士
と
子
ど
も
の

間
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
と

保
護
者
、
保
護
者
と
保
育
士
の

間
で
も
敬
い
と
慈
し
み
の
心
を

育
て
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

る
か
ら
で
す
。

　
や
っ
と
４
年
目
を
迎
え
る
民

営
化
の
流
れ
の
中
で
は
、
様
々

な
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
公
立

保
育
所
時
代
か
ら
施
設
を
利
用

枚
方
市
の
南
部
、枚
方
大

橋
の
近
く
に
あ
る
光

善
寺
保
育
園
は
、
設
立
40
年
目

を
迎
え
ま
す
。
老
朽
化
に
よ
る

園
舎
建
て
替
え
工
事
を
平
成
18

年
に
行
い
、
定
員
を
30
人
増
や

し
１
８
０
人
と
し
ま
し
た
が
、

近
年
マ
ン
シ
ョ
ン
や
戸
建
住
宅

が
急
増
す
る
周
辺
地
域
の
待
機

児
は
解
消
せ
ず
、
市
の
要
望
に

協
力
す
る
た
め
、
現
在
２
０
０

人
定
員
で
す
。
府
内
で
も
あ
ま

り
例
の
な
い
大
規
模
な
保
育
園

で
す
。

　「
自
然
豊
か
な
枚
方
の
土
地

で
、
心
も
体
も
の
び
の
び
育
む

場
所
」
と
、
地
元
と
自
然
を
愛

す
る
思
い
を
明
確
に
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
最
近
、
食
育
が
叫
ば
れ
て
い

ま
す
が
、
周
り
を
農
地
に
囲
ま

れ
て
い
る
園
で
は
、
当
初
よ
り

野
菜
作
り
や
ク
ッ
キ
ン
グ
を
盛

ん
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
人
参

嫌
い
を
克
服
す
る
た
め
に
野
菜

の
栽
培
を
始
め
、
子
ど
も
た
ち

が
自
分
で
作
る
食
物
は
美
味
し

い
と
い
う
こ
と
を
理
解
で
き
、

今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
新
園
舎
で
は
可
動
式
の
壁
を

採
用
。
発
表
会
や
ク
リ
ス
マ
ス

会
な
ど
多
数
が
参
加
す
る
行
事

に
は
保
育
室
を
広
げ
て
利
用
し

し
て
い
る
保
護
者
に
は
、
保
育

内
容
が
変
わ
る
の
で
は
と
い
う

不
安
か
ら
「
昨
日
ま
で
と
違
う

こ
と
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」

「
挨
拶
す
る
こ
と
に
違
和
感
が

あ
る
」「
保
育
が
優
し
す
ぎ
て
子

ど
も
の
た
め
に
な
ら
な
い
」
な

ど
、
戸
惑
い
の
声
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
が
、
日
々
の
環
境
や
子

ど
も
の
成
長
の
姿
を
保
護
者
が

目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
で
、

保
育
園
の
考
え
方
が
徐
々
に
理

解
さ
れ
ま
し
た
。「
園
の
雰
囲
気

が
優
し
く
な
っ
た
」「
子
ど
も
の

言
葉
づ
か
い
が
良
く
な
っ
た
」

な
ど
、
喜
ぶ
声
も
多
く
聞
か
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
卒
園

式
で
保
護
者
か
ら
「
こ
だ
わ
っ

て
い
た
の
は
私
た
ち
親
の
方

で
、 

郡
山
敬
愛
保
育
園
で
過
ご

せ
た
子
ど
も
た
ち
は
幸
せ
だ
っ

た
」
と
感
謝
の
言
葉
を
か
け
て

も
ら
っ
た
そ
う
で
す
。

　「
子
ど
も
た
ち
に
は

い
つ
も
幸
せ
で
あ
っ

て
ほ
し
い
。
褒
め
ら
れ

る
こ
と
で
自
信
と
自

己
肯
定
感
の
も
て
る

子
ど
も
に
育
っ
て
ほ

し
い
。
子
ど
も
た
ち
が

保
育
園
で
楽
し
い
、
嬉

し
い
と
思
う
こ
と
が

私
た
ち
保
育
士
の
喜

び
で
す
」
と
藤
林
美
穂

て
い
ま
す
。

　
園
舎
一
階
廊
下
の
天
井
に
は

多
く
の
ツ
バ
メ
の
巣
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
地
に
田
畑
が
あ
っ
た

頃
か
ら
、
多
く
の
ツ
バ
メ
が
飛

来
し
、毎
年
、園
内
に
巣
を
作
っ

て
子
育
て
。
ツ
バ
メ
と
の
共
生

は
、
夢
と
季
節
を
子
ど
も
た
ち

に
運
ん
で
く
れ
ま
す
。

 

（
編
集
委
員
Ｊ
・
Ｈ
）

地域の待機児解消に貢献
心も体ものびのび

敬いと慈しみの心こめて
感謝の「ありがとう」

野菜づくりとクッキング
自分で作るものは美味しい

楽しい嬉しいを大切に
褒められて育む自信

保育園を
たずねて
448

枚方市 光善寺保育園

茨木市 郡山敬愛保育園

子
園
長
先
生
は
語
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。ど
の
先
生
方
も
日
々
、

敬
愛
の
保
育
を
目
指
し
て
努
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

 

（
編
集
委
員
Ｔ
・
Ｎ
）笑顔を絶やさない先生たち

カレーパーティー、野菜がたくさん
採れたよ。みんなでクッキング

みんな揃ってクリスマス会

ツバメの壁画、趣旨に賛同した
業者より寄贈されました
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子
ど
も
の
笑
顔
と
命
が

輝
く
保
育
園
を
め
ざ

し
、
神
さ
ま
の
お
守
り
と
祈
り

の
中
で
。
Ｊ
Ｒ
大
和
路
線
久
宝

寺
駅
か
ら
徒
歩
10
分
の
所
に

久
宝
ま
ぶ
ね
保
育
園
は
あ
り
ま

す
。
２
０
０
７
年
に
久
宝
寺
の

地
に
移
り
、
５
年
目
の
春
で
す
。

園
舎
移
転
・
建
て
替
え
を
機
に
、

定
員
は
90
人
か
ら
１
２
０
人

に
、さ
ら
に
２
０
１
１
年
度
に
は

１
５
０
人
に
増
員
。
待
機
児
童

解
消
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　
久
宝
寺
緑
地
が
近
く
に
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
散
歩
コ
ー

ス
と
し
て
、
夏
に
は
虫
網
と
か

ご
を
も
っ
て
セ
ミ
と
り
に
出
か

け
、
秋
に
は
落
ち
葉
や
ど
ん
ぐ

り
拾
い
な
ど
、
メ
ニ
ュ
ー
も
豊

社
会
福
祉
法
人
幸
楽
会

が
設
置
・
運
営
す
る
泉

佐
野
す
え
ひ
ろ
保
育
園
は
、
昭

和
52
年
４
月
の
創
立
か
ら
35
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
創
立
時
か

ら
変
わ
ら
な
い
平
屋
建
の
園
舎

は
南
海
本
線
の
線
路
沿
い
に
建

ち
、
園
庭
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

の
姿
が
車
窓
か
ら
も
よ
く
見
え

ま
す
。

　
周
囲
に
は
畑
も
残
り
、
お
散

歩
へ
出
か
け
る
と
、
の
ど
か
な

風
景
を
楽
し
め
ま
す
。
園
に
は

柿
の
木
が
あ
り
、草
抜
き
・
水
や

り
・
収
穫
を
子
ど
も
た
ち
が
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
。
姉
妹
園
の

子
ど
も
た
ち
も
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
お
年
寄
り
も
、
柿
が
実
る

の
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

栽
培
活
動
に
も
取
り
組
み
、
プ

チ
ト
マ
ト
や
大
根
、
じ
ゃ
が
い

も
、
い
ち
ご
な
ど
子
ど
も
た
ち

が
よ
く
知
っ
て
い
る
も
の
を
育

て
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
通
所
介
護
施
設
「
幸

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
を

併
設
し
て
い
る
の
も
保
育
園
の

特
色
の
ひ
と
つ
で
す
。
高
齢
者

と
一
緒
に
お
話
を
す
る
、
お
当

番
活
動
を
す
る
と
褒
め
て
く
れ

る
、
お
誕
生
日
会
や
発
表
会
な

ど
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
一
緒
に

楽
し
め
る
…
な
ど
日
常
的
な
関

わ
り
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
交
流
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
思
い
や
り
の
心

を
育
む
保
育
が
自
然
な
形
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
、
民

間
各
園
が
地
区
福
祉
委
員
会
に

参
画
し
て
お
り
、
当
保
育
園
も

富
で
す
。

　
キ
リ
ス
ト
教
保
育
を
日
々
の

保
育
の
根
底
に
し
、「
子
ど
も

た
ち
は
神
さ
ま
か
ら
委
ね
ら
れ

た
か
け
が
え
の
な
い
存
在
」
と

し
て
、
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に

さ
れ
、
愛
情
を
十
分
に
受
け
て

育
つ
よ
う
に
、「
子
ど
も
が
主
体

と
な
る
保
育
」「
抑
制
の
な
い
保

育
」の
実
践
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
卒
園
後
も
子
ど
も
た
ち
を
見

守
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
に「
保

育
園
の
遠
足
に
卒
園
児
を
案

内
」
が
あ
り
ま
す
。
３
月
に
卒

園
し
た
子
ど
も
た
ち
も
、
１
カ

月
後
の
遠
足
で
の
再
会
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、育
児

に
不
安
や
悩
み
を

抱
え
て
い
る
親
子

を
対
象
と
し
た
支

援
も
実
施
さ
れ
、

卒
園
児
が
高
学
年

に
な
っ
て
も
、
交

流
が
続
い
て
い
ま

す
。

末
広
地
区
福
祉
委
員
会
に
所
属

し
、
子
育
て
サ
ロ
ン
の
サ
ポ
ー

ト
な
ど
、
地
域
と
の
連
携
を
深

め
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
人
格
形
成
に
は

色
々
な
人
と
の
関
わ
り
を
経

験
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、

日
々
の
保
育
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

 

（
編
集
委
員
　
Ｎ
・
Ｎ
）

保育園を
たずねて
449

　
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
命
が

い
つ
ま
で
も
輝
き
、
希
望
に
満

ち
た
毎
日
を
送
れ
る
よ
う
に
、

地
域
に
し
っ
か
り
と
根
を
生
や

し
、
子
ど
も
た
ち
が
い
つ
で
も

「
た
だ
い
ま
！
」
と
帰
っ
て
こ

ら
れ
る
保
育
園
で
あ
り
続
け
た

い
。
五
十
嵐
宏
枝
園
長
先
生
の

強
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。

 

（
編
集
委
員
　
Ｃ
・
Ｔ
）

柿、大根、じゃがいも、いちご…
心待ちにする実り

散歩・セミとり・落ち葉拾い
四季彩々遊びのメニュー

いろんな人たちと関わり
自然な形で育む思いやり

子ども主体の抑制ない保育
卒園後も子どもたちを見守る

泉佐野市 泉佐野すえひろ保育園

八尾市 久宝まぶね保育園

みんなで祝ったイエス様の誕生日

虫網とかごをもって…とれたかな？

デイサービスのおじいちゃん・
おばあちゃんと！

南海本線から見た園庭！



5

保
育
のまど
67

まど

地域でのコミュニティを
総合的に深め大きくする

―木の実保育園（東大阪市）―

が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
ハ
ー
ド
面
の
強
化
に

よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

地
域
に
立
脚
し
た

「
発
信
基
地
」

　
保
育
園
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
を
す
す
め
る
に
は
、
明

確
な
目
的
・
目
標
を
持
つ
こ
と

が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
多
様
で
複
雑
な
現
代
の
社
会

情
勢
を
鑑
み
れ
ば
、「
子
ど
も

た
ち
の
た
め
」
を
基
本
に
し
つ

つ
、
地
域
社
会
に
お
け
る
社
会

福
祉
法
人
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
促

進
と
統
合
が
必
要
で
す
。

多
彩
な
専
門
家
の
知

識
・
技
術
結
集

　
ユ
ニ
ー
ク
な
園
舎
と
園
庭

は
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｓ
Ｋ
Ｙ

Ｃ
Ａ
Ｐ
　
２
０
０
１
」
に
基
づ

き
、建
築
家
、カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
イ
ン
テ
リ
ア
・
エ

ク
ス
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
デ

ン
マ
ー
ク
の
遊
具
メ
ー
カ
ー
な

ど
多
彩
な
専
門
家
の
知
識
や
技

術
に
よ
り
創
ら
れ
ま
し
た
。

　
パ
テ
ィ
オ
（
中
庭
）
か
ら
広

が
る
明
る
い
空
間
は
、
訪
れ
た

人
に
心
地
よ
い
解
放
感
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ

マ
シ
ー
ン
を
備
え
た
カ
フ
ェ
ス

ペ
ー
ス
は
、
焼
き
た
て
パ
ン
の

販
売
な
ど
、
誰
も
が
気
軽
に
集

ま
り
、
自
由
に
利
用
す
る
こ
と

　
保
育
園
発
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
さ
ら
に
深
め
、
総
合
的
に
推

進
し
て
、
地
域
社
会
と
つ
な
が

り
を
も
っ
た
大
き
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
＝
地
域
の
発
信
基
地
と
な

る
の
が
当
園
の
目
標
で
あ
り
、

ど
な
た
に
で
も
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
施
設
と
し
て
、
広
く
地

域
に
認
知
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
加

者
の
ニ
ー
ズ
共
有

　
当
園
で
は
毎
月
１
回
地
域
子

育
て
育
成
推
進
会
議
を
開
催
。

自
治
会
会
長
、
保
護
司
、
民
生

委
員
、
各
連
合
会
会
長
や
東
大

阪
市
子
育
て
支
援
課
、
保
護
者

会
役
員
、
理
事
、
職
員
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
、
保
育
園
や
地
域

の
活
動
予
定
を
発
表
し
、
情
報

の
交
流
・
共
有
を
図
り
ま
す
。

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

ニ
ー
ズ
を
出
し
合
い
、
そ

の
場
で
話
し
合
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
妊
娠
中
か
ら

産
休
後
の
育
児
に
関
す
る

相
談
が
で
き
る
「
マ
イ
保

育
園
」
制
度
を
行
い
、
一

時
預
か
り
の
無
料
券
を
配

布
す
る
な
ど
、
多
彩
な
ア

イ
デ
ア
が
こ
の
会
議
で
生

ま
れ
、
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
園

児
が
竹
馬
で
参
加
し
た
り
、
独

楽
や
羽
子
板
な
ど
昔
の
伝
承
遊

び
を
地
域
の
方
が
園
児
に
教
え

た
り
も
し
ま
す
。
夏
に
は
朝
の

ラ
ジ
オ
体
操
の
た
め
に
園
庭
を

開
放
し
ま
す
。
雨
の
日
は
保
育

園
の
ホ
ー
ル
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　
パ
ン
の
販
売
、
夜
間
警
備
、

防
災
訓
練
、
お
祭
り
、
諸
会
議

な
ど
の
地
域
の
行
事
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
、
園
児
と
バ
ン
ド
に
よ
る
コ

ラ
ボ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
多
く
の
方
を

招
待
し
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
９
月
に
開
催
し
た
東
北

復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
は
、
復
興
が
な
さ
れ
る
ま

で
今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
親
子
向
け
の

取
り
組
み

　
つ
ど
い
の
広
場
事
業
「
わ
ん

ぱ
く
広
場
」、
保
育
所
体
験
特

別
事
業
「
メ
ロ
ン
組
」
な
ど
、

地
域
の
親
子
が
参
加
で
き
る
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　「
わ
ん
ぱ
く
広
場
」
は
月
曜

か
ら
金
曜
の
９
時
か
ら
14
時
ま

で
、
ホ
ー
ル
と
園
庭
を
開
放

し
、
出
入
り
自
由
で
行
事
や
季

節
の
製
作
・
遠
足
な
ど
を
実
施
。

参
加
者
に
は
毎
日
食
事
を
提
供

し
、
皆
で
揃
っ
て
食
べ
る
こ
と

で
地
域
の
親
子
が
気
軽
に
集
ま

り
、
お
互
い
に
話
し
や
す
い
雰

囲
気
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
参

加
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

見
守
り
つ
つ
、
保
育
園
の
思
い

も
伝
え
て
い
ま
す
。

　「
メ
ロ
ン
組
」
は
隔
週
金
曜

の
９
時
か
ら
11
時
ま
で
、
東
大

阪
市
か
ら
紹
介
さ
れ
た
方
が
対

象
で
す
。
育
児
に
関
す
る
不
安

な
ど
、
各
家
庭
の
ケ
ー
ス
に
対

応
し
て
い
ま
す
。
慣
れ
て
く
れ

ば
「
わ
ん
ぱ
く
広
場
」
へ
参
加

さ
れ
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
。

保
育
園
を
市
民
に

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に

　
東
大
阪
市
、
八
尾
市
な
ど
の

園
長
・
保
育
士
を
対
象
と
す
る

研
修
会
を
当
園
の
ホ
ー
ル
で
随

時
開
催
。
毎
回
多
彩
な
ジ
ャ
ン

ル
の
先
生
が
講
師
と
し
て
来
ら

れ
ま
す
。
保
育
士
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
も
兼
ね
て
行
わ
れ
て
お

り
、
研
修
会
終
了
後
に
は
焼
き

た
て
パ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し

み
な
が
ら
交
流
が
く
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
保
育
園
を
も
っ
と
市
民
に
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
昨
年

「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
」

を
開
催
。
保
育
士
を
目
指
す
学

生
や
社
会
人
に
も
広
く
門
戸
を

開
放
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
方
が
、
い
つ
で
も
、

ど
な
た
で
も
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
保
育
園
、
卒
園
児
や
そ

の
保
護
者
が
気
軽
に
訪
れ
る
こ

と
の
で
き
る
保
育
園
で
あ
り
た

い
と
願
い
、
そ
れ
が
可
能
な
環

境
を
整
え
、
地
域
と
の
相
互
信

頼
関
係
を
強
め
な
が
ら
歴
史
を

重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
株
式
会
社
Ｊ
Ｐ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
の
山
口
社
長
を
招
い
た

講
演
会
を
６
月
に
当
園
で
開
催

す
る
予
定
で
す
。
ど
な
た
で
も

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

☎
０
６
―
６
７
２
１
―
６
２
４
１

 

（
木
の
実
保
育
園
Ｋ
・
Ｍ
）

保育園のえんとつ上にあるシンボルマーク

● 保育園がつくるコミュニティ ●
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金
環
日
食
。
月
が
太
陽
の
手

前
に
入
っ
て
太
陽
の
周
囲
だ
け

が
光
っ
て
見
え
る
。
日
本
は
25

年
ぶ
り
、
大
阪
は
２
８
５
年
ぶ

り
。
小
学
生
の
頃
、
ガ
ラ
ス
片

に
ロ
ー
ソ
ク
の
煤
（
時
代
が
分

か
る
で
し
ょ
う
）
を
付
け
、
日

食
を
見
た
。
本
屋
に
特
設
コ
ー

ナ
ー
、
関
連
本
、
専
用
メ
ガ
ネ

を
並
べ
て
る
そ
う
な
。

　
さ
て
、
児
童
福
祉

月
間
。
鯉
の
ぼ
り
が

游
ぐ
過
ご
し
易
い
季

節
に
新
シ
ス
テ
ム
の

行
方
は
な
か
な
か
定

ま
ら
ず
、
公
立
の
民

営
化
は
益
々
進
む
。

　
あ
ち
こ
ち
で
保
育

士
不
足
の
報
。
新
保

育
指
針
ど
お
り
に
業

務
を
推
進
す
れ
ば
、

つ
い
て
来
れ
な
い
保

育
士
も
。
お
ま
け
に

給
料
が
安
い
！
　
待

機
児
童
解
消
も
ぼ

ち
ぼ
ち
限
界
か
？
　

企
業
に
任
せ
よ
か
…

　
国
が
10
年
前
か
ら
Ｏ
Ｋ
出
し

て
ま
す
や
ん
か
。
こ
れ
か
ら
は

質
の
領
域
に
な
る
や
ろ
。
ま
ぁ
、

し
っ
か
り
頑
張
り
ま
ひ
ょ
。

　
さ
あ
、
春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
、

戸
外
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
も
ヤ

ル
か
！
　
肉
類
は
余
り
好
み
で

な
い
が
、
串
刺
し
の
厚
切
り
に

岩
塩
（
陸
の
モ
ノ
に
は
陸
の
塩

と
決
め
て
い
る
）
黒
胡
椒
を
振

り
か
け
、
炭
火
で
ジ
ュ
ウ
！
　

ウ
マ
イ
で
。
園
芸
作
業
も
忙
し

な
る
。
桜
に
殺
虫
剤
撒
く
の
を

忘
れ
て
た
。
ぶ
ど
う
の
摘
果
ジ

ベ
レ
リ
ン
処
理
（
種
無
し
に
）、

カ
ト
レ
ア
な
ど
洋
ら
ん
類
の
植

え
替
え
、
山
ア
ジ
サ
イ
も
支
柱

し
て
や
ら
な
あ
か
ん
し
、
食
育

活
動
の
野
菜
畑
の
耕
し
も
。
そ

こ
へ
総
会
シ
ー
ズ
ン
到
来
や
。

あ
〜
身
体
三
つ
欲
し
い
わ
！

　
さ
て
連
休
。
花
弄

り
に
加
え
、
こ
こ
10
年

嵌
ま
っ
て
い
る
牛
ス
ジ

カ
レ
ー
も
作
り
た
い
な
。

一
度
に
家
庭
の
５
〜
６

倍
作
り
、
知
人
に
味
見

を
。
多
少
の
ゴ
マ
す
り

あ
る
も
頗
る
評
判
よ
ろ

し
く
、
ス
ト
レ
ス
解
消

も
兼
ね
、
益
々
ヤ
ル
気

に
。
十
数
年
前
、
喫
茶

店
を
開
く
人
に
頼
ま

れ
て
自
家
製
カ
レ
ー
の

レ
シ
ピ
を
差
上
げ
た
こ

と
も
。
好
き
な
カ
レ
ー
、

あ
ち
こ
ち
食
べ
歩
き
の

結
果
、
や
は
り
自
分
に

合
う
カ
レ
ー
は
自
分
で
作
る
べ

し
。
牛
ス
ジ
は
如
何
に
脂
を
除

く
か
が
味
の
決
め
手
。
ニ
ン
ニ

ク
、
玉
葱
、
人
参
に
庭
の
ロ
ー

リ
エ
。「
あ
っ
、
ま
た
カ
レ
ー

作
っ
て
る
！
」
い
つ
自
分
ら
に

回
っ
て
来
る
か
と
職
員
た
ち
も

期
待
？
　
最
近
は
２
日
煮
込
み

の
５
日
寝
か
せ
。
そ
の
う
ち
講

習
会
開
き
ま
す
か
ら
、
乞
う
ご

期
待
。 

（
Ｈ
・
Ｎ
）

益々質が問われるこれからの保育

自分に合うカレーは
自分で作るべし

ブ
ロ
ッ
ク
だ
よ
り

平
成
24
年
度
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
研
修
等
の
事
業
計
画
で
す
。

７
月
　
救
命
応
急
手
当
て

10
月
　
主
任
保
育
士
研
修

11
月
　
職
員
一
泊
研
修

１
月
　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
観
劇
研

修
、
新
任
フ
ォ
ロ
ー
研
修
、

主
任
保
育
士
研
修
会

２
月
　
卒
園
記
念
サ
ッ
カ
ー
大
会

３
月
　
新
任
職
員
研
修

　
堺

（
園
長
研
修
）

５
月
15
日
　「
幼
保
一
体
化
か

ら
保
育
内
容
を
考
え
る
」

７
月
17
日
　「
子
ど
も
子
育
て

新
シ
ス
テ
ム
か
ら
み
る
保
育

所
運
営
」

10
月
17
日
　「
職
員
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
」

12
月
18
日
　「
保
育
所
に
お
け

る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
」

（
保
育
士
研
修
）

４
月
12
日
　
障
が
い
児
保
育
巡

回
訪
問
指
導
に
関
す
る
研
修

会
５
月
11
日
　
救
命
救
急
①

５
月
25
日
　
幼
児
教
育
実
践
研

究
報
告

６
月
５
日
　「
２
歳
児
の
保
育

を
楽
し
む
た
め
―
発
達
を
学

ぶ
こ
と
で
２
歳
児
の
魅
力
に

迫
る
―
」

６
月
14
日
　
救
命
救
急
②

６
月
26
日
　「
記
録
の
書
き
方
、

生
か
し
方
」

７
月
４
日
　「
豊
か
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
て
る

た
め
に（
つ
な
が
り
あ
そ
び
、

ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
）」

７
月
20
日
　
嘱
託
医
交
流
会

８
月
　
区
別
事
例
検
討
会

９
月
18
日
　「
子
ど
も
た
ち
が

わ
く
わ
く
す
る
音
楽
遊
び
」

10
月
27
日
　
公
民
合
同
ブ
ロ
ッ

ク
研
修

11
月
７
日
　「
保
護
者
支
援
に

つ
い
て
」

11
月
17
日
　
堺
人
権
フ
ォ
ー
ラ

ム
11
月
27
日
　「
乳
幼
児
の
つ
ぶ

や
き
と
成
長
―
ふ
し
ぎ
な
響

き
あ
い
」

12
月
５
日
　
食
育
交
流
会

12
月
６
日
　「
子
ど
も
の
人
権

と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

11
月
25
日
　「
乳
幼
児
期
の
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
を
つ
く
る
運

動
〜
乳
児
期
〜
」

泉
　
州

（
園
長
研
修
）

５
月
下
旬
　
総
会
・
研
修
会

10
月
下
旬
　
園
長
研
修

（
保
育
士
研
修
）

６
月
９
日
　
総
会
・
記
念
講
演

８
月
11
日
　
研
修

11
月
８
日
　
京
都
１
日
研
修

１
月
12
日
　「
保
育
に
生
か
せ

る
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
」

北
　
摂

４
月
６
日
　
正
副
部
会
長
会
議
、

役
員
会

５
月
８
日
　
総
会
・
研
修
会

５
月
27
日
　
職
員
運
動
会

６
月
８
〜
９
日
　
職
員
研
修
会

６
月
９
日
　
職
員
納
涼
研
修

９
月
　
役
員
会

11
月
　
保
育
士
研
修
会

11
月
　
年
末
研
修
会

12
月
２
日
　
職
員
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

２
月
　
主
任
職
員
研
修
会

３
月
　
職
員
研
修
会

北
大
阪

４
月
16
日
　
第
１
回
役
員
会

６
月
４
日
　
第
２
回
役
員
会

　
総
会
、
理
事
長
・
園
長
研
修

会
８
月
下
旬
　
第
３
回
役
員
会

　
職
員
研
修
会

10
月
中
旬
　
正
副
会
長
会
議

12
月
初
旬
　
第
４
回
役
員
会

１
月
下
旬
　
第
５
回
役
員
会

　
保
育
士
研
修
会

河
内
（
東
大
阪
市
）

５
月
10
日
　
自
然
体
験
保
育
研
修

５
月
30
日
　
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

研
修

６
月
８
日
　
わ
ん
ぱ
く
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

６
月
中
旬
　
理
事
長
園
長
管
外

研
修

10
月
　
障
が
い
児
保
育
・
事
業

部
合
同
合
宿
研
修

１
月
下
旬
　
ス
キ
ー
ス
ノ
ボ
ー

研
修河

内
（
八
尾
市
）

６
月
中
旬
　
保
育
士
研
修
会

８ 

月
下
旬
　
園
長
・
理
事
長
研

修
会

11
月
中
旬
　
保
育
士
研
修
会

１
月
下
旬
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

２ 

月
中
旬
　
東
大
阪
市
私
立
保

育
会
と
の
連
絡
会

南
大
阪

５
月
１
日
　
総
会

６
月
　
音
楽
研
修
、
主
任
保
育

士
研
修

６
月
21
〜
23
日
　
園
長
研
修

６
月
27
日
　
年
長
児
大
運
動
会

OSAKA


